Breed difference in the regulation of feather coloration in chickens by Takahashi, Toru et al.
- 39 -
ニワトリにおける羽色調節の品種差 
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おかやま地どりでは，羽装色パターンが ASIP class 
1 mRNA の発現パターンと完全一致し，明るい羽で
ASIP class 1 mRNA の発現レベルが高かったこと，成
鶏オスへの雌性ホルモン（E2）投与により羽装色パ






























テル麻酔下で抜いたあと， estradiol 17-β（ E2; 
Sigma-Aldrich, St. Louis, MO, USA）を詰めた 2.5 cm
の silastic tube（0.062 in. ID × 0.125 in. OD; Dowcorning, 
Midland, MI, USA）を皮下移植した。 
 
RNA 抽出 
 羽包サンプルから TRIsure（NIPPON Genetics）を
使用して全 RNA を抽出した。抽出した RNA に含ま
れるメラニン色素を除去するため，チオシアン酸グ
アニジン／塩化セシウム勾配超遠心法により全RNA




 全 RNA 1.5 μg を Deoxyribonuclease I, Amplification 
Grade（Invitrogen）で処理した後，ThermoScript RT-PCR 
System（Invitrogen）を用いて逆転写反応を行なった。
PCR反応は，Platinum Taq DNA polymerase（Invitrogen）
を用いて Life ECO Thermal Cycler（BIOER）で行なっ
た。PCR のサイクル数は，ASIP class 1, PC1, PC2, 
P-protein, TYRP1, GAPDH がそれぞれ，26, 35, 32, 24, 
20,18 サイクルであった。ASIP class 1 と GAPDH のプ
ライマー対は報告されているものを用い [3]，
P-protein，TYRP1， PC1 と PC2 のプライマー対は以
下の通りであった。P-protein (FP: 5’-AGA TGC TCC 
TGA GGA AGA AGC-3’，RP: 5’-TGT CAA TCA CAG 
ACG AGG CCA-3’)，TYRP1 (FP: 5’-CTG GAA ATG 
TTG CAC GGC CTA-3’，RP: 5’-GCT GTA TCC CAG 
GTT TTC TGG TGC-3’)，PC1 ( FP: 5’- CTG ACC 
AAA GAA TAA CAA GTG CTG A -3’ , RP: 5’- CCT 
TGG TTC AAG GCT TTT GTC T -3’) ,  PC2 ( FP: 5’- 
AGA GGC TAA CTT GGA TCT AAC CTG -3’ , RP: 5’- 















鞍部の羽色と ASIP class 1 mRNA 発現との相関 
 トサジドリ鞍部の羽は上述のように顕著な性的二
型を示す。オス，メス，E2 オスの鞍部の羽における
ASIP class 1 mRNA の発現量を RT-PCR により比較し













胸部の羽における ASIP class 1 mRNA の発現と羽色
との相関 
 鞍部と同じく顕著な性的二型を示す胸部の羽にお












図 3 トサジドリ成鳥胸部における ASIP class 1 
mRNA 発現 
 半定量的 RT-PCR 法による相対的発現量を示す。
オスの鞍部の羽における発現を 1 としたときの相対
値で表した。 ✽ : P＜0.05 
 図 1 トサジドリ成鳥の胸部と鞍部の羽装色  
 オス，メス，E2 投与オス（E2 male）の写真。
オスの胸部は暗く，鞍部は明るい羽色を示す。メ
ス，E2 投与オスの胸部は明るく，鞍部は暗い羽
色を示す。   
 
 




対値で表した。 ✽ : P＜0.05 
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胸部の羽における PC1，PC2 遺伝子の発現 
 トサジドリの胸部の羽における PC1，PC2 遺伝子



















































また，本研究において胸部羽包における ASIP class 1 
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 半定量的 RT-PCR 法による相対的発現量を示
す。オスの鞍部の羽における発現を 1 としたとき
の相対値で表した。 ✽ : P＜0.05 
 
図 5 トサジドリ成鳥胸部における P-protein 
mRNA 及び TYRP1 mRNA の発現 
 典型的な RT-PCR 産物の電気泳動像を示す。 
